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健診を受
けた人数

うち要受診者 実際に受診した
要受診者

「未受診」の
要受診者

人　数 割　合 人　数 割　合 人　数 割　合

眼 科 14,303 810 5.7% 254 31.4% 556 68.6%

視 力
検 査 57,836 18,314 28.2% 3,973 24.4% 12,341 75.6%

耳 鼻
咽喉科 11,415 1,856 16.2% 523 28.2% 1,333 71.8%

聴 力
検 査 39,664 330 0.8% 150 45.5% 180 54.5%

内科等 57,788 1,598 2.8% 320 20.0% 1,278 80.0%

歯 科 75,275 13,969 18.6% 2,632 18.8% 11,337 81.2%

２
面
…
●
時
論
「
コ
ロ
ナ
禍
に
透
け

る
医
療
課
題
」

　
　
　

●
「
受
診
勧
奨
す
る
も
、
治

療
に
つ
な
が
ら
ず
」

３
面
…
●
読
者
の
ひ
ろ
ば

４
面
…
●
医
科
保
険
診
療
研
究

　
　
　

●
保
険
医
こ
ぼ
れ
ば
な
し

理
事・支
部
長
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式
で
開
催
し
た

　

９
月
の
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置

に
向
け
、
異
例
の
ス
ピ
ー
ド

で
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
案

が
可
決
さ
れ
た
。
今
回
の
法

改
正
で
の
柱
の
１
つ
は
、
個

人
情
報
保
護
に
関
す
る
ル
ー

ル
の
見
直
し
だ
▼
こ
れ
ま
で

個
人
情
報
は
、
住
民
に
近
い

自
治
体
が
国
よ
り
も
先
行
し

て
保
護
規
制
の
ル
ー
ル
を
作

っ
て
き
た
。
民
間
ビ
ジ
ネ
ス

の
活
用
を
目
指
す
政
府
に
と

っ
て
、
全
国
約
２
千
の
自
治

体
が
独
自
に
持
つ
条
例
は
お

お
き
な
障
壁
と
な
っ
て
お
り

「
２
千
個
問
題
」と
も
呼
ば
れ

る
。
改
正
案
で
は
各
自
治
体

の
個
人
情
報
保
護
の
ル
ー
ル

を
規
律
が
比
較
的
緩
や
か
な

国
の
も
の
に
一
元
化
、
つ
ま

り
リ
セ
ッ
ト
す
る
▼
こ
れ
ま

で
同
意
に
基
づ
き
本
人
か
ら

直
接
集
め
る
個
人
情
報
が
、

利
用
目
的
を
明
確
に
す
れ
ば

こ
の
原
則
が
当
て
は
ま
ら
な

い
仕
組
み
と
な
る
。
さ
ら
に

思
想
信
条
や
犯
罪
被
害
、
病

歴
、
犯
歴
、
社
会
的
身
分
な

ど
の「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
」

と
呼
ば
れ
る
要
配
慮
個
人
情

報
の
収
集
を
禁
止
し
て
き
た

原
則
も
な
く
な
る
▼
平
井
デ

ジ
タ
ル
改
革
担
当
相
は
将
来

的
に
「
す
べ
て
行
政
手
続
き

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
１
つ
で

60
秒
以
内
に
可
能
に
す
る
」

と
意
気
込
む
。
目
先
の
利
便

性
と
一
部
企
業
の
利
益
誘
導

の
た
め
に
、
個
人
情
報
保
護

が
軽
視
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。�

（
Ｔ
Ｈ
）

　

２
０
２
１
年
度
理
事
・
支

部
長
会
を
4
月
27
日
に
開
催

し
た
。

　

冒
頭
、
加
藤
会
長
は
、「
昨

年
度
は
事
業
の
中
止
な
ど
が

あ
っ
た
が
、開
催
を
工
夫
し
、

形
態
を
変
え
な
が
ら
今
後
も

活
動
を
続
け
て
い
く
。
活
動

報
告
・
方
針
の
ご
審
議
の
ほ

ど
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶

し
た
。
そ
の
後
、
代
議
員
総

会
の
運
営
次
第
を
は
じ
め
、

総
会
に
提
案
さ
れ
る
２
０
２

０
年
度
活
動
報
告
案
や
「
国

民
の
健
康
を
守
る
た
め
に
保

険
医
療
の
改
善
を
期
し
、
あ

わ
せ
て
保
険
医
の
生
活
安
定

を
実
現
す
る
」
と
い
う
本
会

の
活
動
理
念
に
則
り
、
社
会

保
障
の
充
実
・
改
善
に
向
け

た
21
年
度
の
活
動
方
針
案
に

つ
い
て
協
議
・
検
討
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。
ま

た
鈴
木
財
政
部
長
か
ら
20
年

度
の
決
算
見
込
み
に
つ
い
て
、

川
西
総
務
部
長
か
ら
21
年
度

４
・
５
月
期
の
予
算
に
関
す

る
提
案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ

た
。

　

道
内
の
小
中
高
・
特
別
支

援
学
校
で
行
わ
れ
る
健
康
診

断
の
結
果
、
受
診
が
必
要
と

さ
れ
た
児
童
・
生
徒
の
う
ち
、

内
科
系
（
尿
検
査
、
心
臓
検

査
、
内
科
、
運
動
器
等
）
と

歯
科
健
診
は
8
割
以
上
が
未

受
診
、
そ
の
他
の
健
診
項
目

に
お
い
て
も
半
数
以
上
が
未

受
診
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
本
会
が
2
月
に
実
施
し

た「
学
校
健
診
後
治
療
調
査
」

に
よ
る
も
の
で
、
調
査
は
、

道
内
の
小
中
高
な
ど
１
８
９

８
校
に
調
査
用
紙
を
送
付
し
、

２
０
２
０
年
度
の
学
校
健
診

の
状
況
等
に
つ
い
て
尋
ね

た
。
全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
（
保
団
連
）
の
全
国
調
査

に
協
力
す
る
か
た
ち
で
実
施

し
た
。

　

未
受
診
の
要
因
と
し
て
関

連
が
深
い
も
の
は
「
保
護
者

の
児
童
・
生
徒
の
健
康
へ
の

理
解
不
足
」
が
半
数
近
く
を

占
め
、
次
い
で
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

受
診
控
え
」、生
活
保
護
や
低

所
得
な
ど
を
理
由
と
し
た

「
経
済
的
困
難
」が
約
4
割
あ

っ
た
。
ま
た
、
自
由
記
述
で

は
「
一
斉
休
校
後
は
運
動
能

力
が
低
下
し
て
い
た
」「
精
神

状
態
が
不
安
定
な
生
徒
が
増

え
た
」「
不
登
校
な
ど
に
よ
り

健
診
、
受
診
が
出
来
て
い
な

い
生
徒
・
児
童
が
い
る
」
な

ど
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

道
内
の
結
果
を
含
む
全
国

調
査
の
ま
と
め
は
、
保
団
連

か
ら
5
月
頃
公
表
さ
れ
る
予

定
。�

（
関
連
２
面
）

代
議
員
総
会
に
向
け

活
動
報
告
・
方
針
を
議
論

内科等内科等
歯　科歯　科  未受診未受診8080％超える％超える

学校健診後治療調査（北海道）

理 事 ・
支部長会

「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
」は
守
ら
れ
る
の
か

「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
」は
守
ら
れ
る
の
か

―
―
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
案
に
重
大
な
懸
念
―
―

 

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
を
柱
と
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
案
」
な
ど
デ
ジ
タ
ル
関
連
５
法
案
が
４

月
６
日
衆
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
。
個
人
情
報
保
護
制
度
の
見
直
し
等
の
63
法
案
が
僅
か
27
時
間
で
審

議
さ
れ
、
45
カ
所
の
間
違
い
を
指
摘
さ
れ
た
。
多
く
の
自
治
体
や
野
党
、
法
曹
界
か
ら
の
反
対
意
見
が
相

次
い
だ
が
、
殆
ど
修
正
さ
れ
ず
法
的
拘
束
力
の
な
い
28
項
目
が
付
帯
決
議
と
な
っ
た
。
医
療
に
関
し
て
も

懸
念
が
多
く
、
今
後
の
動
向
は
予
断
を
許
さ
な
い
。

個
人
情
報
保
護
法
の

個
人
情
報
保
護
法
の  

空
洞
化

空
洞
化

　

こ
れ
ま
で
個
人
情
報
保
護

法
は
民
間
、
行
政
、
特
別
行

政
法
人
の
３
法
に
分
か
れ
、

多
く
の
自
治
体
に
お
い
て
も

独
自
の
個
人
情
報
保
護
条
例

を
制
定
し
て
き
た
。
特
に
重

視
さ
れ
た
の
は
「
本
人
の
同

意
な
し
の
第
三
者
提
供
の
禁

止
」
で
あ
っ
た
。
自
己
情
報

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
は
憲
法
13

条
の
幸
福
追
求
権
を
根
拠
に
、

開
示
・
非
開
示
、
開
示
範
囲

を
自
分
で
決
定
で
き
る
権
利

で
あ
り
、
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）

の
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）で
も
規
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
を
武
田
総
務

相
は
「
明
確
な
権
利
と
し
て

確
立
し
て
い
な
い
」
と
否
定

し
て
い
る
。

　

今
回
の
法
案
は
上
記
３
法

と
約
２
０
０
０
個
あ
る
各
地

の
条
例
を
リ
セ
ッ
ト
し
１
本

化
を
目
指
す
も
の
で
、
匿
名

加
工
を
行
う
こ
と
で
個
人
情

報
の
民
間
提
供
を
可
能
と
す

る
な
ど
、
個
人
情
報
の
保
護

は
最
低
の
レ
ベ
ル
ま
で
悪
化

す
る
。
政
府
は
個
人
情
報
を

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
企
業

が
積
極
的
に
利
活
用
で
き
る

こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

　
「
思
想
、
信
条
、
宗
教
、
人

種
、
病
歴
、
犯
罪
歴
」
の
よ

う
な
特
別
に
機
微
な
情
報
は

自
治
体
の
条
例
等
で
収
集
を

制
限
さ
れ
、
今
後
も
「
要
配

慮
情
報
」
と
し
て
扱
わ
れ
る

が
「
相
当
の
理
由
」
が
あ
れ

ば
国
の
命
令
で
情
報
収
集
が

可
能
、
つ
ま
り
ア
ン
ケ
ー
ト

等
で
自
治
体
が
知
り
え
た
情

報
は
国
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

保
存
さ
れ
、
利
活
用
の
対
象

に
な
る
。
匿
名
化
さ
れ
て
い

て
も
、
リ
ク
ナ
ビ
事
件
に
見

ら
れ
る
様
に
企
業
に
よ
る
高

度
な
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
が

拡
大
さ
れ
、
就
職
の
機
会
が

奪
わ
れ
た
り
投
票
行
動
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。

　

病
歴
は
保
険
業
界
の
垂
涎

の
的
で
あ
ろ
う
。
審
査
、
保

険
料
設
定
、
保
険
金
支
払
い

の
判
断
等
、
利
用
価
値
が
高

い
。
電
子
カ
ル
テ
の
標
準
化

は
そ
れ
を
可
能
に
す
る
ツ
ー

ル
で
あ
る
。

　

国
家
資
格
の
一
元
的
な
管

理
が
有
事
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

等
の
際
の
医
師
や
看
護
師
の

動
員
に
繋
が
り
か
ね
な
い
こ

と
も
危
惧
さ
れ
る
。

官
民
癒
着
の

官
民
癒
着
の  

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
拡

大
や
デ
ー
タ
利
活
用
を
強
力

に
進
め
る
た
め
に
、
首
相
を

ト
ッ
プ
に
各
省
庁
、
自
治
体

に
対
す
る
強
い
勧
告
権
と
巨

額
の
予
算
を
有
す
る
デ
ジ
タ

ル
庁
を
創
設
す
る
。
職
員
５

０
０
名
の
う
ち
約
１
０
０
名

は
民
間
か
ら
登
用
し
、
ト
ッ

プ
の
デ
ジ
タ
ル
監
は
民
間
出

身
を
想
定
、
非
常
勤
は
兼
業

も
許
さ
れ
、
出
身
企
業
の
給

与
補
填
も
あ
る
。
政
府
と
Ｉ

Ｃ
Ｔ
業
界
の
癒
着
が
一
層
強

め
ら
れ
、
巨
大
な
利
益
誘
導

が
図
ら
れ
る
。
そ
の
財
源
負

担
の
し
わ
寄
せ
が
医
療
・
社

会
保
障
費
削
減
の
圧
力
と
な

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

税
の
捕
捉
の
た
め
に
、
全

口
座
付
番
の
早
期
実
現
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
と
の
連
携
に
関

す
る
法
案
も
提
出
さ
れ
て
お

り
、
国
民
一
人
ず
つ
の
公
金

口
座
作
成
の
ゴ
ー
ル
は
２
０

２
２
年
と
し
て
い
る
。

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い

　
「
医
に
関
す
る
と
否
と
に

か
か
わ
ら
ず
、
他
人
の
生
活

に
つ
い
て
秘
密
を
守
る
」。こ

れ
は
古
今
東
西
の
医
療
の
根

幹
で
あ
り
、
医
師
法
に
も
生

き
て
い
る
。

　

一
方
、
個
人
の
医
療
情
報

は
レ
セ
プ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
以
降
は
支
払
基
金
・
保
険

者
へ
ま
す
ま
す
集
中
が
進
み
、

そ
の
情
報
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
要
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
今
後
さ
ら
に

約
３
０
０
億
円
の
国
費
助
成

で
同
基
金
の
強
化
が
進
め
ら

れ
る
。

　

電
子
カ
ル
テ
普
及
の
助
成

金
も
基
金
と
の
個
別
契
約
で

支
払
わ
れ
る
為
、
基
金
が
特

定
の
ベ
ン
ダ
ー
と
契
約
す
る

と
、
今
後
、
医
療
機
関
の
電

子
カ
ル
テ
は
そ
の
ソ
ー
ス
コ

ー
ド
に
合
わ
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
る
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
デ
ジ
タ

ル
関
連
法
改
正
案
で
は
、
電

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
「
標

準
化
」
が
目
標
の
一
つ
に
な

っ
て
い
る
。

　

我
々
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の

誓
い
を
ど
こ
ま
で
守
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。
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口
を
衝
い
て
出
る
言
葉

が
詩
歌
、
詩
文
と
な
り
人

を
魅
了
す
る
こ
と
を
「
咳

唾
珠
を
成
す
」と
い
う
が
、

今
日
流
行
る
は
珠
は
珠
で

も
ヒ
ト
に
害
な
す
珠
だ
。

無
節
操
な
咳
唾
が
戒
め
ら

れ
て
２
年
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

―
19
は
す
で
に
死
者
３
０

０
万
を
生
み
だ
す
も
未
だ

猖
獗
を
緩
め
な
い
。

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
肺
胞

上
皮
や
血
管
内
皮
を
障
害

す
る
た
め
呼
吸
窮
迫
症
候

群
や
血
管
炎
が
多
発
す
る
。�

劇
症
化
す
る
呼
吸
不
全
は

Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
管
理
を
必
要
と

し
、
血
栓
症
や
心
血
管
障

害
は
多
臓
器
不
全
を
招
く
。�

こ
の
未
曾
有
の
病
魔
に
対

し
、
各
地
で
救
急
病
棟
の

寡
占
や
人
的
資
源
の
占
有

が
生
じ
、
全
国
の
主
要
機

関
で
医
療
逼
迫
が
引
き
起

こ
さ
れ
、
通
常
診
療
が
妨

げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
原

因
は
必
ず
し
も
煩
瑣
な
患

者
管
理
に
あ
る
の
で
は
な

い
。
む
し
ろ
医
療
費
抑
制

策
が
実
施
さ
れ
て
久
し
い

こ
と
に
あ
る
。
平
時
よ
り

稼
働
病
床
の
多
寡
に
関
わ

ら
ず
安
定
経
営
が
成
り
立

ち
、
過
重
労
働
を
回
避
す

る
に
充
分
な
雇
用
が
保
障

さ
れ
て
い
れ
ば
、
専
用
病

床
の
構
築
や
専
用
人
員
の

集
約
が
可
能
と
な
り
、
い

さ
さ
か
も
窮
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

現
在
の
混
乱
は
全
て
が
天

よ
り
降
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
。
医

療
資
源
に
お
け
る
「
無
用

の
用
」
の
価
値
と
認
識
を

悉
く
否
定
し
て
き
た
国
策

に
よ
る
人
災
で
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
国
は
ワ
ク
チ
ン

施
策
に
お
い
て
も
亡
羊
補

牢
を
弄
し
て
い
る
。
鎬
を

削
る
ワ
ク
チ
ン
開
発
が
１

８
０
以
上
と
い
わ
れ
る
中
、

日
本
国
内
で
第
３
相
臨
床

試
験
を
終
え
る
治
験
薬
は

未
だ
皆
無
。
昨
年
、
フ
ァ

イ
ザ
ー
や
モ
デ
ル
ナ
は
ウ

イ
ル
ス
の
Ｓ
蛋
白
を
生
成

す
る
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
を

製
造
し
、
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ

カ
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
が
開
発
し
た
猿
ア
デ

ノ
ウ
イ
ル
ス
・
チ
ャ
ド
ッ

ク
ス
１
を
元
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
ワ

ク
チ
ン
を
発
表
し
た
。
日

本
は
こ
れ
ら
に
依
存
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り

な
が
ら
、
国
内
導
入
率
は

思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
病

禍
収
束
の
目
途
は
全
く
立

た
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
研
究

は
国
家
の
命
脈
を
支
え
る

基
幹
技
術
の
一
つ
で
あ

る
。
今
般
、
有
事
に
対
す

る
無
策
が
露
呈
し
た
こ
と

は
ま
さ
に
国
の
医
療
政
策

の
不
作
為
を
象
徴
す
る
も

の
に
他
な
ら
な
い
。
我
々

は
こ
れ
を
機
に
言
霊
主
義

か
ら
脱
皮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
は
医
療
施

策
を
根
本
よ
り
見
直
す
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
透
け
る�

�

医
療
課
題

学校健診後治療調査から　道内の結果概要

受診勧奨するも、治療につながらず

Q．�眼科健診・視力検査で要受診と判定されながら、未受診の児童・生徒に
ついて困難事例はあったか

＜具体的な困難事例＞
・前年の9月に測定した数値より大幅に低くなった子が多かった。
・経済的理由でなかなかメガネが買えない。
・視力がDでも眼鏡をかけたがらない。家庭で大切なことと考えていない。
・�経済的理由でメガネをすぐに買えないという家庭がある。座席の配慮によ
り黒板が見えると、見た目（外観）重視で、メガネを使いたがらない。

Q．�耳鼻科・聴力健診で要受診と判定されながら、未受診の児童・生徒につ
いて困難事例はあったか

Q．�内科等の健診・検査（内科・心臓検査・尿検査・皮膚科項目・運動器検
診など）で検査の数値等から要受診と診断されながら未受診の児童・生
徒について、困難事例はあったか

＜具体的な困難事例＞
・�年々肥満度が上昇しているが、
一度受診したきりでそれ以降は
放置されている。学校医からは運動することで体に負担がかかる可能性が
あると言われたが、どの程度の制限が必要なのか明確に分からず学校生活
に不安がある。
・�心臓検査において、要精密検査の未受診が心配。受診勧奨をしているが、
受診に至らない。
・尿で精密検査が必要な生徒がいるが、未受診。

Q．歯科健診の結果、口腔崩壊の児童・生徒が確認されたか

＜具体的な困難事例＞
・�むし歯が多いが、処置歯はほとんどなく、治療のお知らせをしても全然受
診してくれない。
・�6、7年同じ指摘をしているが、受診をお願いしても状況は変わらない。
・�前歯が全て崩壊していた。
・�家庭内での口腔衛生に対する意識が薄い。幼いころから歯磨きの習慣がな
かったり、歯科受診もしていないこともある。

Q．新型コロナウイルスの影響はあったか

＜具体的な困難事例＞
・不登校の増加
・運動不足によるケガの増加
・�休校あけの生活リズムの変化で体調不良、情緒不安定の生徒が増加した。
・�登校日数の減少により、検査を受ける機会を逃している。

Q．未受診の要因について
・�診療時間と保護者の仕事の
タイミングが合わない。
・�保護者の仕事、子どもの習
い事や部活で、受診をする
時間がない。
・�周辺に専門医療機関がない。
・�保護者などが緊急の必要性
を感じていない。
・�部活や課外活動の時間が増
え、受診する時間がない。
・�健診結果について、あまり
重く受け止めていない。
・へき地のため、受診する際は休日か平日に学校を休んでいく必要がある。

あり 42 13.7%
なし 258 84.3%
無回答 6 2.0%

306 100.0%

メガネが壊れたまま
修理していない 14 45.2%

座席配慮に困る 8 25.8%
その他 9 29.0%

＜具体的な困難事例＞
・耳鼻科健診はできなかった。
・�聴力よりも他に優先する課題が多く、詳しい検
査をすることができていない。

あり 4 1.3%
なし 290 94.8%
無回答 12 3.9%

306 100.0%

あり 20 6.5%
なし 279 91.2%
無回答 7 2.3%

306 100.0%

不登校児童・生徒の増加 8 28.6%
心の問題を抱えている 8 28.6%
肥満児童・生徒の増加 3 10.7%
アトピー性皮膚炎の疑い
症状があっても我慢して
受診しない

3 10.7%

頭痛を訴え頻繁に来室 2 7.1%
低栄養児童・生徒の増加 1 3.6%
その他 3 10.7%

いた 110 36.0%
いなかった 195 63.7%
無回答 1 0.3%

306 100.0%

むし歯が10本以上ある 104 91.2%
歯の根しか残っていな
いような未処置歯が何
本もある

6 5.3%

咀嚼が困難な状態 3 2.6%
その他 1 0.9%

あり 110 36.0%
なし 195 63.7%
無回答 1 0.3%

306 100.0%

視力低下の児童・生徒の増加 45 27.0%
肥満児童・生徒の増加 44 26.3%
保健室登校児童・生徒の増加 22 13.2%
むし歯のある児童・生徒の増加 12 7.2%
低栄養児童・生徒の増加 1 0.6%
その他 43 25.7%

保護者の理解不足 104 20.7%
コロナによる受診控え 87 17.3%
経済的困難 68 13.5%
共働き 63 12.5%
保護者が無関心 56 11.1%
ひとり親家庭 47 9.3%
保護者の心身不安定 23 4.6%
発達障がい 11 2.2%
保護者によるDV 2 0.4%
外国人（保護者） 1 0.2%
失業中 0 0.0%
その他 41 8.2%

公立高校
18.3%
公立高校
18.3%
公立高校
18.3%

公立中学校
25.2%
公立中学校
25.2%
公立中学校
25.2%

私立中学校
1.0%

私立中学校
1.0%

私立中学校
1.0%

私立高校
2.0%
私立高校
2.0%
私立高校
2.0%

特別支援学校
2.9%

特別支援学校
2.9%

特別支援学校
2.9%

校種なし
0.6%
校種なし
0.6%
校種なし
0.6%

私立小学校
0.3%

私立小学校
0.3%

私立小学校
0.3%

公立小学校
49.7%
公立小学校
49.7%
公立小学校
49.7%

10,000

4,000

14,000

8,000

12,000

6,000

16,000

18,000

0

2,000

1,000

1,500

500

歯科
■ ■ 要受診者　　■■ 実際に受診した要受診者　　■■ 「未受診」の要受診者
眼科 視力検査 耳鼻咽喉科 内科等聴力検査

期　間：2021年 2月～3月
方　法：対象となる学校に調査用紙を送付
対　象：道内の小中高・特別支援学校�1898校
回　答：306校（回収率�16.1％）

2020年度の学校健診に回答した校種と要受診者などの人数

※複数回答

※複数回答
※複数回答

※複数回答

※複数回答
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あ
ま
り
大
き
な
声
で
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
小
生
は
大
学

生
の
時
か
ら
競
馬
を
嗜
ん
で

お
り
ま
す
。

　

時
々
馬
券
を
買
っ
て
は

「
当
た
っ
た
」「
外
れ
た
」
と

一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。

　

自
分
の
競
馬
（
生
活
）
ス

タ
イ
ル
に
変
化
が
生
ま
れ
た

の
は
6
年
前
で
し
た
。

　

子
供
を
通
じ
て
知
り
合
っ

た
い
わ
ゆ
る
パ
パ
（
マ
マ
）

友
さ
ん
が
「
一
口
馬
主
」
と

い
う
も
の
を
や
っ
て
い
た
の

で
、
小
生
も
始
め
て
み
ま
し

た
。

　

一
口
馬
主
と
は
ク
ラ
ブ
で

募
集
し
た
競
走
馬
を
数
人
～

数
百
人
で
出
資
す
る
も
の
で
、

疑
似
的
に
馬
主
気
分
が
味
わ

え
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ

ス
は
様
々
で
す
が
、
私
は
実

際
に
中
央
競
馬
の
馬
主
席
に

招
待
し
て
も
ら
っ
た
り
、
自

分
の
出
資
馬
や
出
資
検
討
馬

を
牧
場
へ
見
学
し
に
行
っ
た

り
、ノ
ー
ザ
ン
ホ
ー
ス
パ
ー
ク

と
い
う
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
無

料
で
入
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
娯
楽
も

か
な
り
制
限
さ
れ
る
中
、
無

観
客
の
時
も
あ
り
ま
し
た
が

競
馬
だ
け
は
毎
週
開
催
さ
れ

て
お
り
、
週
末
の
楽
し
み
の

一
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
口
馬
主
を
始
め
た
当
初

は
な
か
な
か
勝
て
ず
、
か
な

り
気
分
が
落
ち
込
ん
だ
時
も

あ
り
ま
し
た
が
、
一
口
馬
主

を
き
っ
か
け
で
知
り
合
っ
た

馬
友
さ
ん
と
情
報
を
交
換
し

合
い
、
励
ま
し
あ
い
な
が
ら

先
日
悲
願
の
重
賞
初
制
覇
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

最
近
は
頭
数
も
増
え
ほ
ぼ

毎
週
出
走
す
る
こ
と
が
多
く

な
る
一
方
、
自
分
の
出
資
し

た
馬
名
が
な
か
な
か
覚
え
ら

れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
頭
数
を
セ

ー
ブ
し
て
、
競
馬
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
感
謝
し
、
今
後
も

継
続
し
て
競
馬
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
競
馬
を

楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　　

皆
さ
ん
は
日
向
坂
46
と
い

う
ア
イ
ド
ル
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
。
昨
年
の
紅
白
に
も

出
演
し
て
今
や
飛
ぶ
鳥
を
落

と
す
勢
い
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル

ー
プ
で
す
。

　

家
で
は
毎
晩
録
画
さ
れ
た

彼
女
達
の
映
像
が
大
音
響
で

流
さ
れ
ヘ
ビ
ー
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ

ー
ス
で
も
見
て
ゆ
っ
く
り
し

た
い
の
で
す
が
、
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
主
導
権
が
子
供
達
に
あ

る
今
、
中
々
そ
の
思
い
は
叶

い
ま
せ
ん
。

　

聞
き
始
め
た
当
初
、
な
ぜ

子
供
た
ち
が
夢
中
に
な
る
の

か
さ
っ
ぱ
り
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
毎
日
聞
い

て
い
る
と
リ
ズ
ム
を
覚
え
て

し
ま
い
、
お
風
呂
で
も
鼻
歌

が
で
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
で
は
夜
聞
こ
え
て
こ

な
い
と
物
寂
し
さ
も
覚
え
て

し
ま
い
ま
す
。

　

今
回
寄
稿
す
る
に
あ
た
り

歌
詞
を
読
ん
で
み
ま
し
た
。

　

彼
女
た
ち
の
代
表
曲
で
あ

ろ
う
「
キ
ュ
ン
」「
ア
ザ
ト
カ

ワ
イ
イ
」
で
は
、
高
校
生
で

あ
ろ
う
男
の
子
が
、
好
き
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
女
の
子
の

一
挙
手
一
投
足
が
気
に
な
っ

て
し
ま
う
様
子
が
歌
わ
れ
て

い
ま
す
。
好
き
だ
け
ど
な
か

な
か
そ
の
思
い
を
伝
え
ら
れ

な
い
、
ま
さ
に
青
春
の
１
ペ

ー
ジ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し

ょ
う
。

　

男
の
子
が
女
の
子
に
対
し

て
「
ど
ん
な
君
だ
っ
て
と
き

め
い
て
し
ま
う
よ
」「
静
電
気

み
た
い
に
ほ
ん
の
一
瞬
で
ビ

リ
ビ
リ
し
た
よ
」
と
言
う
歌

詞
を
読
む
と
い
さ
さ
か
違
和

感
が
残
り
ま
す
。
こ
の
恋
愛

の
主
導
権
は
き
っ
と
女
の
子

に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
男
の

子
を
応
援
し
て
や
り
た
い
の

で
す
が
じ
れ
っ
た
さ
を
感
じ

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、

子
供
た
ち
に
言
わ
せ
れ
ば
そ

こ
が
よ
い
と
の
こ
と
。
そ
こ

に
こ
そ
感
情
移
入
で
き
そ
れ

こ
そ
キ
ュ
ン
キ
ュ
ン
す
る
そ

う
で
す
。

　

教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
現
実
の
世
界
に
も
気
に

な
る
女
の
子
が
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
自
分
が
高
校
生

の
時
、
通
学
の
電
車
の
中
で

気
に
な
る
女
の
子
に
声
を
か

け
る
勇
気
が
な
く
、
も
じ
も

じ
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出

す
と
、
五
十
歩
百
歩
で
し
ょ

う
か
。

　

日
向
坂
46
の
お
か
げ
で
、

子
供
達
と
恋
愛
に
つ
い
て
話

し
が
で
き
、
彼
ら
の
成
長
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
実
は
厳
し
い
ぞ
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
や
り
た
い
の

で
す
が
、
そ
こ
は
封
印
し
、

日
向
坂
46
に
感
謝
で
す
。

競
馬
に
感
謝

競
馬
に
感
謝

札
幌
支
部　
札
幌
ひ
ば
り
が
丘
病
院　

日
﨑　
恵
一

息
子
た
ち
の
成
長

息
子
た
ち
の
成
長

札
幌
支
部　
新
琴
似
う
ち
だ
歯
科　
　
　

内
田　
知
樹

�

表� �

援
助
の
対
象
と
な
る
疾
病
及
び
治
療
範
囲

・
ト
ラ
コ
ー
マ
及
び
結
膜
炎

・
白
癬
、
疥
癬
及
び
膿
痂
疹

・
中
耳
炎

・�

慢
性
副
鼻
腔
炎
及
び
ア

デ
ノ
イ
ド

・
う
歯

・�

寄
生
虫
病（
虫
卵
保
有

を
含
む
）

　

本
会
で
は
５
月
か
ら
「
保

険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を

求
め
る
請
願
署
名
」
の
取
り

組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

歯
科
医
療
は
「
感
染
症
の

予
防
」
だ
け
で
な
く
、
糖
尿

病
、
生
活
習
慣
病
や
認
知
症

の
「
重
症
化
予
防
」
な
ど
全

身
の
健
康
に
と
っ
て
も
重
要

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
や
、

経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
り
受

診
控
え
が
進
み
、
口
腔
環
境

の
悪
化
や
口
腔
崩
壊
が
起
こ

る
な
ど
、
深
刻
な
事
態
を
引

き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
歯
科
医
療
機
関
で
は
、

以
前
か
ら
感
染
症
の
防
止
対

策
を
徹
底
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
感
染
拡
大
下
で
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
対
策
が
求

め
ら
れ
、
現
在
の
低
い
診
療

報
酬
体
系
で
は
、
医
院
経
営

は
よ
り
厳
し
い
状
況
に
お
か

れ
て
い
ま
す
。

　

歯
科
医
療
の
重
要
性
を
多

く
の
方
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、

感
染
症
予
防
の
た
め
に
も
、

地
域
で
患
者
・
国
民
が
安
心

し
て
歯
科
治
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
医
科
歯
科
問
わ
ず

是
非
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

署
名
取
組
期
間
：

�

9
月
30
日
ま
で

　

署
名
用
紙
は
、
無
料
で
お

送
り
い
た
し
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
保
険
医
会
事
務
局

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
１
１-

２
３
１-

６
２
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
１
１-

２
３
１-

６
２
８
３

新
刊
書
籍
の
ご
案
内

お申込み、お問い合わせは、事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281 　 Fax  011- 231- 6283 　 Eメール  info＠h - hokenikai. com

 日 時 　2021 年 6 月 26 日（土）15：00 ～ 17：30

 第 1 部  15：00～ 15：4515：00～ 15：45
　　「歯科医療安全に関する研修会」「歯科医療安全に関する研修会」  講師：小堀　善則氏   講師：小堀　善則氏 
  （社会医療法人耳鼻咽喉科麻生病院　歯科口腔外科　歯科医師）  （社会医療法人耳鼻咽喉科麻生病院　歯科口腔外科　歯科医師）

 第 2 部  16：00～ 17：3016：00～ 17：30
　　「歯科施設基準届出に係る研修会」「歯科施設基準届出に係る研修会」  講師：川上　智史氏  講師：川上　智史氏
  （北海道医療大学歯学部 口腔機能修復・再建学系 高度先進保存学分野 教授）  （北海道医療大学歯学部 口腔機能修復・再建学系 高度先進保存学分野 教授）

新型コロナウイルス感染拡大防止のためウェブで開催します。
受講者には後日「受講修了証」を郵送いたします。

 申込締切 　6月15日
　ネットからお申込みいただけます。

歯科各種届出に係る研修会

会員価格 3,000�円
（税込・送料別）

医
療
系
介
護
報
酬

改
定
の
ポ
イ
ン
ト

医科

会員価格 1,500�円
（税込・送料別）

医
療
系
介
護
報
酬
Ｑ
＆
Ａ

レ
セ
プ
ト
の
記
載

医科

　

学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ

き
行
わ
れ
て
い
る
「
学
校
病

治
療
に
係
る
医
療
費
援
助
事

業
」
が
昨
年
度
と
同
様
に
今

年
度
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
要
保
護
ま
た

は
準
要
保
護
と
し
て
認
定
さ

れ
た
児
童
・
生
徒
で
、
受
診

時
に
は
各
市
町
村
が
令
和
3

年
度
（
２
０
２
１
年
）
に
発

行
し
た
「
学
校
病
医
療
券
」

の
持
参
が
必
要
で
す
。

　

学
校
病
の
対
象
疾
患
及
び

治
療
範
囲
は� �

表��

の
通
り

で
す
。

　

援
助
の
対
象
と
な
る
費
用

の
範
囲
は
、
原
則
と
し
て
令

和
3
年
度
（
２
０
２
１
年
）

の
「
学
校
病
医
療
券
」
を
持

参
し
た
日
以
降
の
、
診
療
、

薬
剤
、
治
療
材
料
、
処
置
、

手
術
、
検
査
料
、
入
院
料（
入

院
時
食
事
療
養
費
を
含
む
）、

注
射
料
、
薬
剤
の
容
器
代
等

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

医
療
券
を
持
参
せ
ず
に
行

っ
た
診
療
や
、
保
険
外
診
療

に
係
る
医
療
費
等
は
、
患
者

の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

請
求
方
法
等
ご
不
明
な
点

は
各
学
校
ま
た
は
学
校
を
管

轄
す
る
市
町
村
教
育
委
員
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
請
願

署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

詳細は本号同封のちらしをご確認ください。

「学校病 医療費援助事業」「学校病 医療費援助事業」
の実施についての実施について

お 知 ら せ
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理
事
会
だ
よ
り

■�

２
０
２
１
年
度
理
事
・
支

部
長
会
兼
第
1
回
理
事
会

日
時　

4
月
27
日
（
火
）

場
所　
本
会
会
議
室（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①�

5
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

第
9
回
代
議
員
総
会
の
式

次
第
及
び
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て

③�

２
０
２
０
年
度
総
括
活
動

報
告
、
各
部
活
動
報
告

（
案
）
に
つ
い
て

④�
２
０
２
１
年
度
総
括
活
動

方
針
、
各
部
活
動
方
針

（
案
）
に
つ
い
て

⑤�

２
０
２
０
年
度
収
入
支
出

決
算
見
込
み
に
つ
い
て

⑥�

２
０
２
１
年
度
収
入
支
出

予
算
、２
０
２
２
年
度
4
、

5
月
期
収
入
支
出
予
算
に

つ
い
て

⑦�

第
36
回
医
療
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
全
国
共
同
調
査
」

へ
の
協
力
に
つ
い
て

⑧�

２
０
２
１
年
度
支
部
長
会

議
の
開
催
に
つ
い
て

⑨
そ
の
他

大
野　

光
春
先
生

３
月
19
日
ご
逝
去（
72
歳
）

三
山　

雄
弘
先
生

４
月
20
日
ご
逝
去（
81
歳
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

〈
4
月
〉

27
日　

�

２
０
２
１
年
度
理

事
・
支
部
長
会
兼
第

1
回
理
事
会

保
険
医
会
の
動
き

　本会では６月25日（金）まで保険医年金のお申込み受
付中です。
　募集期間中は受託生命保険会社職員（大樹・明治安田・
富国・日本・第一）がご案内させていただくこともありま
すので、ぜひご面談の機会をいただきますよう
お願いします。
　また、既に保険医年金に加入されている先生
には担当の生命保険会社から増口のご案内とと
もに現在の加入状況の確認依頼をお電話・郵送
等でしています。ご確認並びに増口のご検討を
よろしくお願いします。

保険医年金 募集活動に関するご案内

　

先
日
福
祉
関
係
の
ス
タ
デ

ィ
グ
ル
ー
プ
に
依
頼
さ
れ

「
口
の
健
康
」に
関
す
る
短
い

文
章
を
寄
稿
し
た
。
そ
の
中

で
「
口
腔
ケ
ア
」
と
い
う
用

語
を
使
用
し
た
と
こ
ろ
、
も

っ
と
具
体
的
で
わ
か
り
や
す

い
文
言
を
使
え
と
指
摘
さ
れ

た
。
普
段
な
に
げ
な
く
使
っ

て
い
る
用
語
な
の
で
特
に
意

識
せ
ず
に
使
用
し
た
の
だ
が
、

言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
具

体
的
内
容
は
わ
か
り
づ
ら

い
。
そ
こ
で
改
め
て
「
口
腔

ケ
ア
」
と
い
う
用
語
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
。

　

最
近
学
術
論
文
等
で
は

「
口
腔
ケ
ア
」と
い
う
用
語
は

使
用
を
控
え
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。「
口
腔

ケ
ア
」
と
い
う
用
語
が
あ
ま

り
に
も
幅
広
い
内
容
を
含
ん

だ
概
念
的
な
言
葉
に
な
っ
て

き
た
こ
と
が
原
因
ら
し
い
。

現
に
老
年
歯
科
医
学
用
語
集

で
は
「
口
腔
ケ
ア
」
は
一
般

用
語
で
「
口
腔
健
康
管
理
」

が
学
術
用
語
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。加
え
て「
口

腔
ケ
ア
」
は
商
標
登
録
さ
れ

て
い
る
用
語
で
あ
る
と
い
う

こ
と
も
関
係
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

考
え
て
み
る
と
日
々
の
臨

床
で
は
具
体
性
に
乏
し
い

「
口
腔
ケ
ア
」
と
い
う
用
語�

を
使
う
機
会
は
あ
ま
り
多
く

は
な
い
が
、
他
職
種
間
の
連

絡
で
は
か
な
り
頻
繁
に
使
っ

て
い
る
。
通
常
は
歯
み
が
き

な
ど
の
口
腔
清
掃
を
主
体
と

し
て
口
腔
環
境
の
改
善
を
図

る
と
い
う
意
味
で
使
う
こ
と

が
多
い
が
、
職
種
や
状
況
に

よ
り
そ
の
意
味
や
内
容
が
微

妙
に
異
な
り
、
意
思
の
疎
通

が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も

あ
る
。
ま
た
、「
口
腔
ケ
ア
」

を
旗
印
に
歯
科
専
門
職
が
介

護
の
現
場
に
介
入
す
る
機
会

が
多
く
な
っ
た
こ
と
で
「
口

腔
ケ
ア
」
は
歯
科
専
門
職
だ

け
が
行
う
行
為
と
い
う
誤
解

が
生
じ
、
も
と
も
と
整
容
に

含
ま
れ
て
い
た
日
常
の
歯
み

が
き
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
状
況
も
あ�

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
学
術
論

文
は
別
と
し
て
一
般
的
に
広

く
使
わ
れ
て
い
る
「
口
腔
ケ

ア
」
を
別
の
用
語
に
置
き
換

え
る
こ
と
は
か
え
っ
て
混
乱

を
招
く
だ
ろ
う
し
、「
口
腔
ケ

ア
」
と
い
う
用
語
は
医
療
・

介
護
・
福
祉
の
現
場
に
口
腔

の
健
康
の
大
切
さ
を
認
知
さ

せ
た
唯
一
無
二
の
キ
ー
ワ
ー

ド
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。

　
「
口
腔
ケ
ア
」と
い
う
用
語

を
多
職
種
間
の
共
通
の
言
葉

と
し
て
、
そ
の
意
味
や
意
義

を
明
確
に
把
握
し
適
切
に
使

う
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識

さ
せ
ら
れ
た
。�

（
堤
田
）

「
口
腔
ケ
ア
」と
い
う
言
葉

ニコチン依存症管理料

　厚労省から、「新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の取扱い
について（その40）」（事務連絡）が発出され、ニコチン依存症管理料
の取扱いなどに対する情報通信機器を用いた診療を行った場合の加算に
ついて取扱いが示されております。
　今号では、取扱いの変更や算定対象が追加となった主な点数について
掲載いたします。その他事務連絡の詳細につきましては本会ホームペー
ジに掲載しておりますので、ご確認ください。

■B001-3-2ニコチン依存症管理料 （情報通信機器を用いて診療した場合）

　「禁煙治療のための標準手順書」（日本循環器学会、日本肺癌学会、日
本癌学会及び日本呼吸器学会）が改定され、第8版では、「標準的な禁
煙治療プログラム」に沿った禁煙治療において、当面の間、初回及び5
回目の診察についても、情報通信機器を用いた診療を実施してよいこと
とされた。

１.算定点数

「初回の診察」の場合
・B000�特定疾患療養管理料　147�点
※�特定疾患療養管理料147点とは別に、初診料（新型コロナウイルス
感染症・診療報酬上臨時的取扱）214点または再診料の注の9に規定
されている73点を算定できる。

「5回目の診察」の場合
・B001-3-2�ニコチン依存症管理料　155�点
※�別に再診料、外来診療料、往診料、在宅患者訪問診療料は算定できな
い。

初回の診療から情報通信機器を用いた禁煙治療を実施した場合
・�B001-3-2�ニコチン依存症管理料「2」に規定する�800�点を算定して
もよい。

２．レセプト「摘要欄」の記載

・�レセプトの摘要欄に、情報通信機器を用いた診察であること及び何回
目の診察であるかを記載する。

参考　＜Ｑ＆Ａ＞

　　　ニコチン依存症管理料「1」と「2」は何が違うのか。
　　　�「1」は受診ごとに算定するもので、「2」は初回から5回目まで

の一連のニコチン依存症管理料を包括的に評価したもの。

　　　ニコチン依存症管理料2の算定はどの時点で実施すればよいのか。
　　　初回指導時に算定する。

　　　�患者ごとにニコチン依存症管理料「1」と「2」を分けて算定す
ることは可能か。

　　　可能。

　　　�ニコチン依存症管理料「1」と「2」を両方届け出ることは必要
か。

　　　�必要ない。ニコチン依存症管理料の届出を行えば、「1」と「2」
の両方を算定することが可能。

　　　�2回目～4回目の指導を、情報通信機器を用いて実施する場合、
ニコチン依存症管理料「1」以外の点数は何が算定できるのか。

　　　�投薬に係る処方料、処方箋料のみが算定できる。再診料、オンラ
イン診療料、訪問診療料（Ⅰ）（Ⅱ）は算定できない。

　　　�「加熱式たばこ」の喫煙者は、ニコチン依存症管理料の対象患者
となるか。

　　　�2020年度診療報酬改定で、対象患者に追加された。この場合で
も「禁煙治療のための標準手順書」に沿って禁煙治療を行う必要
がある。

コロナ特例加算の略号
　厚労省から「新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時
的取扱いについて（その42）」が発出され、外来等感染症対策実施
加算など手書き請求時の略号が示されております。ニュースレター
等でご案内いたしましたが、乳幼児感染予防策加算と感染症対策実
施加算を紙レセプトで請求する場合の略号について掲載いたします
ので、ご確認ください。

（示された略号と点数名称）
小コ 「乳幼児感染予防策加算」　

外コ 「医科外来等感染症対策実施加算」

外コ 「歯科外来等感染症対策実施加算」

調コ 「調剤感染症対策実施加算」

訪コ 「訪問看護感染症対策実施加算」

入コ 「入院感染症対策実施加算」
Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ


